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割
、」を
「
適
格
分
割
、」に
、「
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
、「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割

等
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
適
格
分
割
型
分
割
又
は
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
改
め
、
同

条
第
九
項
中
「
事
後
設
立
法
人
」
を
「
現
物
分
配
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
第
一
号
中
「
又
は
適
格
分
割
型
分

割
」
及
び
「
又
は
分
割
法
人
」
を
削
り
、「
適
格
合
併
等
前
連
結
事
業
年
度
等
」
を「
適
格
合
併
前
連
結
事
業
年
度
等
」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
適
格
分
社
型
分
割
等

当
該
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等

当
該
適
格
分

割
等
」
に
、「
事
後
設
立
法
人
」
を
「
現
物
分
配
法
人
」
に
、「
適
格
分
社
型
分
割
等
前
連
結
事
業
年
度
等
」
を
「
適
格

分
割
等
前
連
結
事
業
年
度
等
」
に
、「
適
格
分
社
型
分
割
等
の
」
を
「
適
格
分
割
等
の
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
百
二
十
六
第
一
項
中
「
及
び
第
三
項
」
を
「
及
び
第
四
項
」
に
、「
第
五
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二

項
並
び
に
第
六
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
五
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
六
十
一
条
の
十
三
第
一
項
（
適

格
合
併
に
該
当
し
な
い
合
併
に
よ
る
合
併
法
人
へ
の
資
産
の
移
転
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
六
十
二
条
第
二
項
並

び
に
第
六
十
二
条
の
五
第
二
項
及
び
第
五
項
」
に
、「
同
法
第
六
十
二
条
第
二
項
」
を
「
同
法
第
六
十
一
条
の
十
三
第

一
項
（
適
格
合
併
に
該
当
し
な
い
合
併
に
よ
る
合
併
法
人
へ
の
資
産
の
移
転
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
六
十
二
条

第
二
項
並
び
に
第
六
十
二
条
の
五
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二
号
イ
中
「
同
号
リ
」
の
下
に
「
及
び
ル
」

を
加
え
、
同
号
ロ
中
「
第
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
、
ホ
及
び
ヘ
」
を
「
第
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら

ニ
ま
で
、
ヘ
及
び
ト
」
に
、「
同
号
チ
」
を
「
同
号
リ
及
び
ル
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中「
適
格
事
後
設
立
」

を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
又
は
適
格
分
割
型
分
割
」
を
削
り
、「
又
は
分
割
法
人
の
適
格
合

併
等
前
連
結
事
業
年
度
等
」
を
「
の
適
格
合
併
前
連
結
事
業
年
度
等
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
適
格
分
社
型
分

割
、」
を
「
適
格
分
割
、」
に
、「
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
、「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分

割
等
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
適
格
分
割
型
分
割
又
は
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
改
め
、

同
条
第
七
項
中
「
事
後
設
立
法
人
（
」
を
「
現
物
分
配
法
人
（
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
又
は
適
格
分
割
型
分

割
」
及
び
「
又
は
分
割
法
人
」
を
削
り
、「
適
格
合
併
等
前
連
結
事
業
年
度
等
」
を「
適
格
合
併
前
連
結
事
業
年
度
等
」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
適
格
分
社
型
分
割
等

当
該
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等

当
該
適
格
分

割
等
」
に
、「
事
後
設
立
法
人
」
を
「
現
物
分
配
法
人
」
に
、「
適
格
分
社
型
分
割
等
前
連
結
事
業
年
度
等
」
を
「
適
格

分
割
等
前
連
結
事
業
年
度
等
」
に
、「
適
格
分
社
型
分
割
等
の
」
を
「
適
格
分
割
等
の
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
百
二
十
九
及
び
第
三
十
九
条
の
百
三
十
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
連
結
法
人
の
受
け
る
特
定
目
的
信
託
の
利
益
の
分
配
に
係
る
課
税
の
特
例
）

第
三
十
九
条
の
百
二
十
九

法
第
六
十
八
条
の
百
十
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
法
人
税
法
第
八

十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
個
別
益
金
額
を
計
算
す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
二
十
三

条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
子
会
社
か
ら
受
け
る
法
第
六
十
八
条
の
三
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
外
国
特
定

目
的
信
託
の
利
益
分
配
の
額
（
当
該
外
国
子
会
社
に
係
る
法
第
六
十
八
条
の
九
十
二
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
個

別
課
税
対
象
金
額
若
し
く
は
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
間
接
特
定
個
別
課
税
対
象
金
額
又
は
法
第
六
十
八
条
の

九
十
三
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
個
別
課
税
対
象
金
額
若
し
く
は
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
間
接
特
定
個
別

課
税
対
象
金
額
に
達
す
る
ま
で
の
金
額
に
限
る
。）と
す
る
。

（
連
結
法
人
の
受
け
る
特
定
投
資
信
託
の
収
益
の
分
配
に
係
る
課
税
の
特
例
）

第
三
十
九
条
の
百
三
十

法
第
六
十
八
条
の
百
十
一
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
法
人
税
法
第
八

十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
個
別
益
金
額
を
計
算
す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
二
十
三

条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
子
会
社
か
ら
受
け
る
法
第
六
十
八
条
の
三
の
三
第
十
項
に
規
定
す
る
外
国
特
定

投
資
信
託
の
収
益
分
配
の
額
（
当
該
外
国
子
会
社
に
係
る
法
第
六
十
八
条
の
九
十
二
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
個

別
課
税
対
象
金
額
若
し
く
は
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
間
接
特
定
個
別
課
税
対
象
金
額
又
は
法
第
六
十
八
条
の

九
十
三
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
個
別
課
税
対
象
金
額
若
し
く
は
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
間
接
特
定
個
別

課
税
対
象
金
額
に
達
す
る
ま
で
の
金
額
に
限
る
。）と
す
る
。

12

第
五
項
の
規
定
は
、
法
第
六
十
九
条
の
四
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
部
分
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

第
四
十
条
の
二
第
九
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
八
項

と
し
、
同
条
第
六
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

法
第
六
十
九
条
の
四
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
部
分
は
、
同
号
に
規
定
す
る
被
相
続
人
等
の

居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
宅
地
等
の
う
ち
、
同
号
の
被
相
続
人
の
配
偶
者
が
相
続
若
し
く
は
遺
贈
に
よ
り
取
得

し
た
持
分
の
割
合
に
応
ず
る
部
分
又
は
同
号
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
部
分
（
同
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る

要
件
に
該
当
す
る
同
号
に
規
定
す
る
被
相
続
人
の
親
族
が
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
持
分
の
割
合
に
応
ず

る
部
分
に
限
る
。）と
す
る
。

第
四
十
条
の
五
第
一
項
中
「
及
び
次
条
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
第
一
号
中
「
特
定
受
贈
者
の
」
の
下
に
「
配
偶

者
及
び
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
配
偶
者
及
び
直
系
血
族
」
を
「
前
号
に
掲
げ
る
者
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号

中
「
当
該
特
定
受
贈
者
の
配
偶
者
及
び
」
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中
「
及
び
次
条
」
を
削
る
。

第
四
十
条
の
五
の
二
を
削
る
。

第
四
十
条
の
七
第
六
項
の
表
中
「
係
る
同
法
」
を
「
係
る
相
続
税
法
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
項
中「
第
十
七
項
」

を
「
第
十
八
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
二
第
二
項
中「（
当
該
被
相
続
人
等
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
部
分
が
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲

げ
る
特
定
居
住
用
宅
地
等
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
部
分
が
一
棟
の
建
物
に

係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
一
棟
の
建
物
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
宅
地
等
の
う
ち
当
該
被
相
続
人
等

の
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
の
用
及
び
居
住
の
用
以
外
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
部
分
を
含
む
。）」
を
削
り
、
同

条
第
三
項
中
「
含
む
。
第
十
二
項
」
を
「
含
む
。
以
下
こ
の
条
」
に
、「
取
得
し
た
法
第
六
十
九
条
の
四
第
一
項
」
を

「
取
得
し
た
同
項
」
に
、「
及
び
第
十
二
項
」
を
「
及
び
第
十
四
項
」
に
、「
同
条
第
一
項
」
を
「
法
第
六
十
九
条
の
四

第
一
項
」
に
、「
限
る
。
第
十
二
項
」
を
「
限
る
。
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
六
十
九
条
の
四
第
三

項
第
一
号
」
の
下
に
「
及
び
第
四
号
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
宅
地
等
は
」
を
「
部
分
は
」
に
、「
宅
地
等
で
」

を
「
宅
地
等
の
う
ち
」
に
、「
も
の
（
当
該
宅
地
等
の
う
ち
に
当
該
要
件
に
該
当
す
る
部
分
以
外
の
部
分
が
あ
る
と
き

は
、
当
該
宅
地
等
の
う
ち
当
該
要
件
に
該
当
す
る
部
分
の
宅
地
等
」
を
「
部
分
（
同
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
要
件
に

該
当
す
る
同
号
に
規
定
す
る
被
相
続
人
の
親
族
が
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
持
分
の
割
合
に
応
ず
る
部
分
」

に
改
め
、
同
条
第
六
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

６

法
第
六
十
九
条
の
四
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
宅
地
等
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区

分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
宅
地
等
と
す
る
。

一

被
相
続
人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
宅
地
等
が
二
以
上
あ
る
場
合
（
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）

当
該
被
相
続
人
が
主
と
し
て
そ
の
居
住
の
用
に
供
し
て
い
た
一
の
宅
地
等

二

被
相
続
人
と
生
計
を
一
に
し
て
い
た
当
該
被
相
続
人
の
親
族
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
宅
地
等
が
二
以

上
あ
る
場
合
（
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）
当
該
親
族
が
主
と
し
て
そ
の
居
住
の
用
に
供
し
て
い
た
一
の

宅
地
等
（
当
該
親
族
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
親
族
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
主
と
し
て
そ
の
居
住
の
用
に

供
し
て
い
た
一
の
宅
地
等
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。）

三

被
相
続
人
及
び
当
該
被
相
続
人
と
生
計
を
一
に
し
て
い
た
当
該
被
相
続
人
の
親
族
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て

い
た
宅
地
等
が
二
以
上
あ
る
場
合

次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
宅
地
等

イ

当
該
被
相
続
人
が
主
と
し
て
そ
の
居
住
の
用
に
供
し
て
い
た
一
の
宅
地
等
と
当
該
親
族
が
主
と
し
て
そ
の

居
住
の
用
に
供
し
て
い
た
一
の
宅
地
等
と
が
同
一
で
あ
る
場
合

当
該
一
の
宅
地
等

ロ

イ
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

当
該
被
相
続
人
が
主
と
し
て
そ
の
居
住
の
用
に
供
し
て
い
た
一
の
宅
地

等
及
び
当
該
親
族
が
主
と
し
て
そ
の
居
住
の
用
に
供
し
て
い
た
一
の
宅
地
等

第
四
十
条
の
二
第
十
五
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
中
「
第
四
十
条
の
二
第
十
二
項
」
を
「
第
四

十
条
の
二
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
四
十
条
の
二
第
十
二
項
」

を
「
第
四
十
条
の
二
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、同
条
第
十
二
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、

同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
宅
地
等
は
」
を
「
部
分
は
」
に
、「
宅
地
等
で
」
を
「
宅

地
等
の
う
ち
」
に
、「
も
の
（
当
該
宅
地
等
の
う
ち
に
当
該
要
件
に
該
当
す
る
部
分
以
外
の
部
分
が
あ
る
と
き
は
、
当

該
宅
地
等
の
う
ち
当
該
要
件
に
該
当
す
る
部
分
の
宅
地
等
」
を
「
部
分
（
同
号
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
同
号
に

規
定
す
る
被
相
続
人
の
親
族
が
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
持
分
の
割
合
に
応
ず
る
部
分
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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